


































































































































































































































































































                                                        
１ 間文化性の現象学は、異文化を対象として理解することに主眼を置く文化人類学やカルチュアル・スタディーズとは異
なる。現象学は、対象や世界、諸文化が現象するということに関わるのである（谷徹、「現象学と間文化性」、『現代思
想 2009 年 12 月臨時増刊号』、青土社、2009 年、128 頁）。 
２ シュタウディグルは、あくまで現象学を「方法論」として捉えている（M. Staudigl, Entwurf einer Phänomenologie der 
Gewalt, in : Angewandte Phänomenologie Zum Spannungsverhältnis von Konstruktion und Konstitution, Springer, 
2012, S. 175. 邦訳「暴力現象学の構想」、神田大輔訳、『現代思想 2009 年 12 月臨時増刊号』、青土社、2009 年、156
頁）。 
３ 谷徹編、『間文化性の哲学』、文理閣、2014 年、Ⅶ頁参照。 

















の射映として現象するのである（K. Held, Heimwelt, Fremdwelt, die eine Welt, in : Phänomenologische Forschungen 
24/25, Alber, 1991, S.323-336. 邦訳「故郷世界、異郷世界、唯一の世界」、石田三千雄／小川侃訳、『現象学の最前線』、




一つの変容である（M. Merleau-Ponty, Le visible et l’invisible, Gallimard, 1964, pp.178－182. 邦訳『見えるものと
見えざるもの』、中島盛夫監訳、法政大学出版局、1994 年、218－224 頁）。ヴァルデンフェルスは、こうした「肉」と
いう存在の素体を前提に文化の相互内在を考えているのである。 
８ B. Waldenfels, Fremderfahrung, Fremdbilder und Fremdorte. Phänomenologische Perspektiven der 
Interkulturalität, in : Interkultur-Jugendkultur, VS Verlag, 2010, S.33. 邦訳「間文化性への現象学的パースペクテ
ィブ」、亀井佑佳訳、『間文化性の哲学』、文理閣、2014 年、33 頁。 
９ Ibid.S.24. 邦訳 22 頁。 
１０ Ibid.S.34. 邦訳 34 頁。 
１１ M・シュタウディグル、「過てる遭遇の長い影 間文化性と暴力の問題」、藤井裕子訳、『現代思想 2010 年 5 月号』青土
社、2010 年、135－136 頁。 
１２ 同上、133 頁。 
１３ 同上、135－136 頁。 
１４ M.Staudigl, Phänomenologie der Gewalt, S.227. 
１５ Ibid. S.173. 邦訳 154 頁。 
１６ Vgl. M. Staudigl, Phänomenologie der Gewalt, Springer, 2015, S.206. 
１７ M.Staudigl, Towards a Relational Phenomenology of Violence, in: Human Studies Volume36, Springer, 2013, 
pp.56-57. 
１８ M. Staudigl, Phänomenologie der Gewalt, S.192, ―Towards a Relational Phenomenology of Violence, p.52.  
１９ 暴力の事実は、被害者の側面と加害者の側面を持っているけれども、情動性はどちらの場面でも当てはまる。すなわち、
被害者の場合は、暴力による苦痛を受けるという形で、加害者の場合は、相手に対する感受性の欠如という形で、それ











である（M.Staudigl, Phänomenologie der Gewalt, S.192）。 
２１ M.Staudigl, Towards a Relational Phenomenology of Violence, pp.56-57. 




２４ M. Staudigl, Entwurf einer Phänomenologie der Gewalt, S.176. 邦訳 156―157 頁。 
２５ Ibid. S.177-178. 邦訳 157－158。 




が問題にする領域である（A. Steinbock, Home and Beyond : Generative Phenomenology after Husserl, 
Northwestern University Press, 1995, p.178）。また、1998 年の研究で、彼は人間や文化の「誕生と死」が、単に内
世界的な出来事ではなく、超越論的出来事として解釈され、独自のフッサール解釈を展開している（A. Steinbock, 
Limit-Phenomena and the Liminality of Experience, Alter: Revue de Phénoménologie No.6, 1998, p.281. 邦訳神谷
英二訳、「限界現象と経験の限界性」、『思想 2000 年第 10 号』、岩波書店、2000 年、226－227 頁）。 
２７ 「過てる遭遇の長い影 間文化性と暴力の問題」、133－135 頁。 
